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ロードマップ（社会的インパクト評価⽂化醸成）

4

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度内容・小分類 目標

社
会
的
認
知

資
⾦
提
供
者

財団、企業、⾦融
機関、個⼈、⾏政

❷事業者にとって
のインパクト志向の
ステップを定義する

各種事業者によるイ
ンパクトサイクル(*1)
にもとづく事業運営
の実施事

業
者

• 社会的インパクト評価に対
する認知が年代や階層を越
えて広がり、認知度が1割を
超える(*4)。
• 社会的インパクト評価・イン
パクトサイクルに基づく事業
運営が事業者の信頼性と
結びつくようになっている。

➊評価実践（社会的インパクト評価含め）のメリットを、活
動分野、地域ごとに戦略性をもって普及する

❹インパクト志向
原則(*2)の
⽴案・確⽴

❺資⾦提供者⾃⾝
のインパクト志向の
ステップを定義する

❽社会的インパクト評価にもとづ
く助成⾦・交付⾦申請書を普及
させる

❼資⾦提供者⾃⾝の社会的イ
ンパクト評価にもとづく事業報告
を普及させる

⓫社会的インパクト評価に関する連載記事（雑誌、新聞）を企
画・実施する

ソーシャル
メディア

マスメディア

その他普及活動

❾インパクト志向原則の
⼀般向け広報を⾏い、理解を広げる

⓭社会的インパクト評価、インパクト志向
原則について学校で教える

*1「インパクトサイクル」：計画-実⾏-測定-レビューという事業運営のサイクルをまわすことによって、インパクトを拡⼤させる⽅法を特定する、改善⽅法を学習するなど
の便益が⽣み出される事業運営。

*2「インパクト志向原則」：インパクト志向のあり⽅をさまざまなステークホルダーへの適⽤を想定して簡潔かつ明確に記した⽂書
*3：例えば、ホームページ上での賛同を募り、その団体数により⽬標を達成したかを計ることができる
*4：例えば、認知度調査等において社会的インパクト評価の認知について尋ねる項⽬を設けることにより、認知度の程度を計ることができる。

⓬⾏政が策定する⽅針等において「社会的インパクト評価の推
進」等を盛り込む

インパクト志向原則に賛同す
る事業者・資⾦提供者が、あ
らゆる地域・分野にて、全国で
1,000団体以上存在する(*3)。

社会的インパクト評価事業者ネットワークの形成

❸社会的インパクト評価にもとづ
く事業報告を普及させる

❿社会的インパクト評価に関するプレスリリースを適宜発信する

❻資⾦タイプ（寄付、助成、投資、融資）ごとの社会的
インパクト評価に対する考え⽅を整理し、関係者を巻き込む

⓮事例の公開、評価⼤賞やベストプラク
ティス表彰の発信（詳細はテーマ３「事例
の蓄積・活⽤」参照）

社会的インパクト評価資⾦提供者ネットワークの形成

社会的インパクト評価の情報発信強化
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2017-18年度の資⾦提供者WGの活動内容

5

1. WGメンバーによる事例共有会の定期的な実施

- 各資金提供者における審査/デューデリジェ ンス、 事業管理、 対外報
告における社会的インパクト 評価の実践事例を共有

2. 資金提供者にとってのインパクト志向のあり方の検討

- 上記事例共有会でのインプッ ト を基に、 資金提供者にとってのインパ
クト 志向のあり方を検討

- 「 インパクト 志向原則」 策定への資金提供者WGと しての考えを提示
するとともに、 各組織がアクショ ンを実施

• 資金提供者にとっての「インパクト志向」のあり方の定義
• 「インパクト志向」に向けたアクションの検討・実施

目指すこと

やること
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事例共有およびインパクト志向検討の切り⼝

6

組織/部署の
戦略レベル

個々の
支援案件
レベル

審査/
デューデリ

支援期間中の
モニタリング

支援終了時/
事後の評価

意思決定への活用/
レポーティング

• 組織/部署自身のロジッ クモデル/セオリー・ オブ・ チェ ンジは作成している？

• 個々の支援案件は組織/部署の戦略とどう 紐付けられている？

• 組織としての対外的なレポーティ ングはどのよう に行われている？

• 審査/デューデリで
はどのよう な申請
書類、 審査書類を
使っている？

• 審査/デューデリ時
にロジッ クモデル
を求めている？

• そもそもロジッ ク
モデルは必要？

• 課題は？

• 支援期間中の、 社
会的インパクト に
かかるモニタリ ン
グはどのよう に実
施？

• 定量的なKPIは設定
している？

• 課題は？

• 長期的なアウト カ
ムについて、 支援
終了後の評価は
行っている？

• そもそも必要？

• 課題は？

• 支援先からどのよ
う な項目でレポー
ティ ングも求めて
いる？

• その内容は、 支援
継続の判断等の意
思決定へどう 活用
されている？

• その内容は、 組織
としての対外的な
レポーティ ングへ
どう 反映される？
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事例共有内容

7

2. 支援プロセス
と評価

審査/
デューデリ

• 審査/デューデリではどのよう な社会的インパクト の観点ではどのよう な
審査項目を設けている？ロジッ クモデル/変化の理論を確認している？

• 課題は？

支援期間中の
モニタリング

• 支援期間中の、 社会的インパクト にかかるモニタリ ングはどのよう に実
施？定量的なKPIは設定している？

• 課題は？

支援終了時/
事後の評価

• 長期的なアウト カムについて、 支援終了後の評価は行っている？
• 課題は？

評価結果の
活用

• 支援先からどのよう な項目でレポーティ ングも求めている？
• その内容は、 支援継続の判断等の意思決定へどう 活用されている？
• その内容は、 組織としての対外的なレポーティ ングへどう 反映される？

1. 前提情報 • 支援内容、 支援先の属性（ 件数、 規模、 分野の傾向等）
• 支援先への評価のキャパシティ ・ ビルディ ングの実施有無

まとめ • 自団体にとって、 「 インパクト 志向」 とは？
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事業規模

助成 出資 融資

SVP

新生企業投資

NPOバンク

政策
金融公庫

西武
信金

JVPF

コミ ュニティ 財団

地球環境基金

日本財団

ト ヨ タ財団 ARUN

KIBOW

第2グループ

第1グループ

事例共有候補

8

済

済

済

済
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アウトプット：事例集
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アウトプット：事例集
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ロードマップの改訂案

11

社
会
的
認
知

資
⾦
提
供
者

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

財団、企業、⾦融
機関、個⼈、⾏政

内容・⼩分類

❷事業者にとって
のインパクト志向の
ステップを定義する

各種事業者によるイ
ンパクトサイクル(*1)
にもとづく事業運営
の実施事

業
者

⽬標

• 社会的インパクト評価に対
する認知が年代や階層を越
えて広がり、認知度が1割を
超える(*4)。

• 社会的インパクト評価・イン
パクトサイクルに基づく事業
運営が事業者の信頼性と
結びつくようになっている。

➊評価実践（社会的インパクト評価含め）のメリットを、活
動分野、地域ごとに戦略性をもって普及する

❹インパクト志向
原則(*2)の
⽴案・確⽴

❺資⾦提供者⾃⾝
のインパクト志向の
ステップを定義する

❽資⾦提供者に加えて関連するプレーヤー
を巻き込み、他領域における関連する実
践との連携を促す

❼資⾦提供者における多様な社会的イン
パクト・マネジメントの実践を促す

⓫社会的インパクト評価に関する連載記事（雑誌、新聞）を企
画・実施する

ソーシャル
メディア

マスメディア

その他普及活動

❾インパクト志向原則の
⼀般向け広報を⾏い、理解を広げる

⓭社会的インパクト評価、インパクト志向
原則について学校で教える

*1「インパクトサイクル」：計画-実⾏-測定-レビューという事業運営のサイクルをまわすことによって、インパクトを拡⼤させる⽅法を特定する、改善⽅法を学習するなど
の便益が⽣み出される事業運営。

*2「インパクト志向原則」：インパクト志向のあり⽅をさまざまなステークホルダーへの適⽤を想定して簡潔かつ明確に記した⽂書
*3：例えば、ホームページ上での賛同を募り、その団体数により⽬標を達成したかを計ることができる
*4：例えば、認知度調査等において社会的インパクト評価の認知について尋ねる項⽬を設けることにより、認知度の程度を計ることができる。

⓬ ⾏政が策定する⽅針等において「社会的インパクト評価の推
進」等を盛り込む

インパクト志向原則に賛同す
る事業者・資⾦提供者が、あ
らゆる地域・分野にて、全国で
1,000団体以上存在する(*3)。

社会的インパクト評価事業者ネットワークの形成

❸社会的インパクト評価にもとづ
く事業報告を普及させる

❿社会的インパクト評価に関するプレスリリースを適宜発信する

❻資⾦タイプ（寄付、助成、投資、融資）ごとの社会的
インパクト評価に対する考え⽅を整理し、関係者を巻き込む

⓮事例の公開、評価⼤賞やベストプラク
ティス表彰の発信（詳細はテーマ３「事例
の蓄積・活⽤」参照）

社会的インパクト評価資⾦提供者ネットワークの形成

社会的インパクト評価の情報発信強化
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2019年度の活動内容

12

1. 資⾦提供者による社会的インパクト・マネジメントに関するオープンセミナーの実施
- 多様な先⾏事例の共有
- 事業者等の関連するステークホルダーを交えて課題等も議論

2. 資⾦提供者以外の関連するプレーヤーを交えたクローズドの勉強会の開催
- 社会的インパクト・マネジメントに関連するほかの動き（GSGのソーシャル・エクイティ研
究会、休眠預⾦、等）に関わるプレーヤーも参加した勉強会を開催

- それぞれの動きを共有し、それぞれがバラバラな動きにならないような対話の場を提供
する

• 資⾦提供者における多様な社会的インパクト・マネジメントの実践を促す
• 資⾦提供者以外の関連するプレーヤーを巻き込み、他領域における関連する実践との連
携を促す

⽬指すこと

やること
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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価、マネジメントを広く社会に定着させ、社会的課題の解決を
促進させます。
〜12の⽬標と38のアクション〜

【社会的認知】WG
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1. ロードマップ
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＜2019年度活動⽬標＞

1.  社会的インパクト評価を活⽤するメリットの可視化
他のWGと連携して、参考となる事例をコンテンツ化することで、可視化し
たメリットを、認知促進に役⽴つ伝わりやすいメッセージに落とし込む

2.  イベント・講演など社会的インパクト評価の認知を促進する場の創出
各セクターのニーズに基づいたセミナーの企画や、外部イベントの登壇、地
⽅で開催されるセミナーへの講師派遣などを通じて、周知啓発を図る

3.  マスメディアやソーシャルメディアを通じた発信
事業者・資⾦提供者（企業CSR等）の発信活動を⽀援することで、これから
社会事業に取り組む層や、⼀般の⼈の認知を⾼める（同⼼円型認知）

４．事例の公開、評価⼤賞やベストプラティス表彰を通じての認知向上
事例蓄積WGと協⼒しながら、イベントやコンテンツを通じて、広く情報提
供を⾏うことで、認知してもらうきっかけづくりを⾏う

15
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＜事業概要＞①

事例のコンテンツ作り
事例蓄積WGと連携し、参考となる事例をピックアップし、関係者へのイン
タビューや事例分析を⾏い、社会的インパクトマネジメントの視点から整理
したものをコンテンツ化する。コンテンツとしたものは、セミナーのプレゼ
ンや各種記事の素材として活⽤する。
⽬標 企業5事例 NPO5事例 計10事例
これらの事例を活⽤して、NPOや企業CSR関係者が⾒ているWebメディアや機
関誌に「社会的インパクトマネジメント」に関する記事を投稿する。

セミナー等
「社会的インパクトマネジメント」をこれから知りたいという⼈を対象にし
たセミナーを開催する。
企業、資⾦提供者、NPOなどのカテゴリーを決めて、対象者のニーズにあわ
せたセミナー企画を⾏う。さらに、社会的インパクトマネジメントを体感で
きるようなワークショップ形式のものも企画する。
東京以外での情報提供を⽬的とし、今年度も引き続き、セミナー講師派遣プ
ログラムを実施する。

16
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＜事業概要＞②

表彰事業による周知
事例蓄積WGと協⼒しながら、評価⼤賞やベストプラティス表彰の機会を活
⽤し、情報提供を⾏う。

メディアの活⽤
これらのことを通じて、「社会的インパクトマネジメント」に関するコンテ
ンツ化を図り、SIMIのWebサイトやSNSを通じて、積極的に情報発信を⾏う。
社会的インパクトに興味関⼼があるマスメディア関係者に対して、積極的に
情報提供を⾏う。

17
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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価、マネジメントを広く社会に定着させ、社会的課題の解決を
促進させます。
〜12の⽬標と38のアクション〜

【評価⼈材育成WG】
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ロードマップ（インフラ整備）の確認

19
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• 各組織が実施する基礎研修（＝基本的な考え⽅を理解する）を
全国で1,000名が修了し、100名が実践研修を修了。

1１. 評価⼈材WGの2018年度活動内容

⽬標

2020年度

• ⼈材育成に必要な研修の開発、実施について実施機関と情報交
換・連携しながら実現する。

⽬標

2018年度

主な実施内容

• 評価研修を⾏っている機関のリサーチおよび分類が終了。
• 評価⼈材ロスター登録制度のスタート
評価ニーズの急増に応え、社会的インパクト評価を実施する評価⼈材の登録制度を
スタート（今後、ウェブサイトに掲載予定）
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1２. 評価⼈材WGの2019年度実施内容

• 評価⼈材養成、評価スキル向上の為の実践研修の情報を整理、公開

• 基礎研修の受講者数促進、質の担保のための施策を実⾏

• 今後の評価ニーズが⾒込める団体との連携検討
⽬標

2019年度

主な実施内容（予定）
• 評価⼈材養成に資する研修情報のウェブサイト掲載および告知協⼒を引き続き実施。
研修後アンケート等を試験的に実施し、NPS等で研修の質を担保する。

• 評価⼈材の評価スキル向上に資する研修のリストアップ及びウェブサイトでの公開
社会調査法、定性調査、統計分析等の評価に必要な専⾨スキルを得られる研修をリ
ストアップし、ウェブサイト上で公開する。

• 関連書籍・論⽂のリストアップおよびウェブサイト上での公開
評価⼈材が必要とする書籍等をリストアップする。
例）社会的インパクトとは何かｰ社会変⾰のための投資・評価・事業戦略ガイド

• ロスター登録制度の実施
• 今後、評価実施を予定する団体との連携検討
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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価、マネジメントを広く社会に定着させ、社会的課題の解決を
促進させます。
〜12の⽬標と38のアクション〜

【ガイドラインWG】
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1. ロードマップ（社会的インパクトマネジメントインフラ整備）
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社会的インパクト・マネジメント・ガイドラインWG
＜これまでの実績と２０１９年度計画＞

2018年
10⽉

2018年
6⽉

※社会的インパクト志向原則（同WGによる、2018年6⽉発表）と合わせて、三層のガイダンス⽂書を成す。

• 社会的インパクトセミナー開催時のガイドライン説明⽤パワーポイント資料を作成

発表時期2018年度

2019年度
• SIMI全体、他WG（特に社会的認知、⼈材など）の動きと同調して、現⾏ガイドラインの
活⽤状況から、アップデートが必要な箇所や事例を盛り込むことなどを検討する。

• 企業のCSR/社会貢献など、事業実施の主体に特化したガイダンス⽂書の開発を検討する。
→ その場合は、別途適切ば構成メンバーから成るWGを組織することも検討。
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社会的インパクト・マネジメント・ガイドライン掲載先
http://www.impactmeasurement.jp/wp/wp-
content/uploads/2018/11/impact-management-guideline-
ver1.pdf

ソーシャルインパクト・セミナー発表資料「社会的インパクト・マ
ネジメントや評価の考え⽅について」掲載先
http://www.impactmeasurement.jp/wp/wp-
content/uploads/SIMIseminar0130_imata.pdf

25
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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価、マネジメントを広く社会に定着させ、社会的課題の解決を
促進させます。
〜12の⽬標と38のアクション〜

【アウトカム・指標作成WG】
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1. ロードマップ（社会的インパクトマネジメントインフラ整備）
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ロジック
モデル 指標 測定⽅法

何を測るか 何で測るか どうデータを
集めるか

2017年度 • 介護予防、防災、⼦育て⽀援の３分野で開発

2018年度
• 公募でテーマや開発協⼒者を募集。
• ヘルスケア、ソーシャルキャピタル、ホームレス⽀援、スポーツの4分野
で開発（7⽉のSIDに合わせて公開予定）。

2019年度

• 新規分野の開発は⾏わず、既存分野の改訂を⾏う（ロジック・モデル、尺度
の信頼性の向上等）。

• SIMIのウェブサイトの改修を絡めたユーザビリティの向上を計る（検索機能の
追加等）。

• 分野横断的な指標・測定⽅法の整理及び開発を⾏う。
• ツールセットに掲載している尺度等が無許可使⽤に牴触していないか等の確認作
業を⾏う。

＜これまでの実績と２０１９年度計画＞
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http://www.impactmeasurement.jp/about/guidance.html

29

社会的インパクト評価ツールセット掲載先
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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価、マネジメントを広く社会に定着させ、社会的課題の解決を
促進させます。
〜12の⽬標と38のアクション〜

【事例蓄積・活⽤】WG
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1.  事例蓄積・活⽤WGの2020年度⽬標

多様な社会的インパクト評価事例があらゆる地域で
1000事例蓄積され、活⽤されている2020年⽬標

1. 「多様な」とは？
各項⽬（⽬的、分野、地域、評価⼿法、評価の成熟度、組織形態、活⽤⽅法
等）が幅広く網羅されていること

2. 「蓄積」とは？
事例の各項⽬等が整理されてデータベースに登録されていること

3. 「活⽤」とは？
蓄積された事例が評価プロセスの効率化、評価品質の向上、事業改善や効果
的な取組の展開、また、その先にある社会的インパクトの拡⼤等に利⽤され
ている状態
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2. ロードマップ（社会的インパクト評価事例の事例蓄積・活⽤）

32

2018年度の主なフォーカス
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3. 2018年度の振り返り

33

• 事例の公開
– 公開へのインセンティブ設計

• 評価実施の促進
– 評価⼤賞やベストプラクティスの表彰等

– 評価プロセスの学びの共有
– 事業改善等につながった事例の調査・共有

アワードの検討

事例⼀覧公開、
ケーススタディ―の

検討
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4. 2019年度の実施事項

34

実施事項 概要

アワードの設計・公表 アワードの詳細設計をし、実施要項を公表
2020年4⽉頃公募、Impact Dayにおいて受賞者を公表

事例⼀覧の公開 2017年度に収集した約100件の事例⼀覧をSIMIウエブサイト
にて公表

ケーススタディーの公表
社会的インパクト評価をマネジメントに活⽤している団体
にヒアリングを実施し、きっかけや実施内容、活⽤した結
果を取りまとめてSIMIウエブサイトで公表

【WGとしての問題意識】
2020年⽬標「多様な社会的インパクト評価事例があらゆる地域で1000事例蓄積さ
れ、活⽤されている」について、1000件という「数」を追うより、事例を⾒た⼈
にとってイメージがわきやすい、質の⾼い公表を⽬指す⽅が良いのではないか。
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5. アワードの概要

35

⽬的 • インパクトマネジメント／評価の推進のため、優良事例を発掘
し、周知すること

• 事例公開のインセンティブとすること

種類
（※いずれも仮称）

• ⼤きく分けて2つの賞を設置
① インパクトマネジメントアワード
② スターターアワード

• 各賞について、企業・⺠間⾮営利団体、ステークホルダー別な
どを検討して受賞者を決定

応募主体 • 原則として事業者（ただし、事業者が評価⽀援者や資⾦提供者
が事業者と共同して応募するのは可能）

審査体制 • 有識者
• SIMIメンバー企業の幹部
• 事務局

周知・公募の⽅法 • 社会的認知WGが実施するセミナーでの周知
• 公募＋声かけ

表彰＋公表 • Social Impact Dayで発表
• SIMIのHPで公表

アワードの概要

検討中
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5. アワードの概要

36

仮称 インパクトマネジメントアワード スターターアワード
賞の概要 社会的インパクト評価を実施し、

それをインパクトマネジメントに
活⽤している事例

社会的インパクト評価に取り組み
始めた事例

審査基準
（※詳細はガイド
ラインWGや有識者
と検討）

• 社会的インパクト評価を活⽤
し、インパクトを⾼めるよう
なマネジメントをしている事
例

• 取組姿勢（例：職員の意識共
有）

• 問題分析の妥当性

受賞件数 （要検討） （要検討）
副賞 有⼒メディアでの公表

• SIMIに加盟している団体が実施
する研修の割引券

• 社会的インパクト評価に関する
個別相談（⼀定の時間制限を設
ける）

各賞の概要

※スターターアワードは、取り組みの端緒にある団体のみが応募するよう、応募要件を明確にする。
インパクトマネジメントアワードは、間⼝を広くし、応募内容や応募主体の属性によって賞を決
定する。

検討中
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6. お願い

37

• アワードの副賞のアイディア募集
– 本⽇
– Impact Dayでのアンケート

• メンバー募集
– SIMIメンバーであれば誰でも可能
– ⽉次の定例ミーティング ※無理のない範囲での参加
– 直近のタスクはアワードの検討＆ケーススタディー（ヒアリング）


